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成果の概要／津田寛大 

 

 平成 29年 12 月 11 日～15 日に、アメリカ合衆国・ニューオリンズで開催された、American 

Geophysical Union (AGU) FALL MEETING 2017 に参加し、口頭発表を行った。AGU FALL MEETING

は、例年アメリカ合衆国で開催されている地球物理学分野において世界最大規模の国際学会で

ある。今回も世界各国から 20,000 人を越える参加者が参加した。 

 報告者は、Seismology Contributions: Earthquakes Ⅰというセッションにおいて、Seismic 

velocity structure in the lower crust beneath the seismic belt in the San-in district, 

Southwest Japan（山陰地方の地震帯直下下部地殻における地震波速度構造）というタイトル

で、口頭発表を行った。発表概要は以下の通りである。 

 

発表概要 

山陰地方では、日本海沿岸に沿って内陸地震が多発している。それらの地震は帯状に分布し

ており、山陰地方の地震帯と呼ばれている。ただし、なぜその様にプレート境界から離れた山

陰地方に地震が局在するのかは明らかにされていない。報告者は、Iio et al. (2002)で提案

されている、内陸地震の発生過程モデルによって地震帯の成因を説明できるのではないかと考

えた。そのモデルは、地震発生域の深部に周囲よりやわらかい領域があるというモデルである。

やわらかい領域に変形が集中し、直上にひずみが集中し、地震が発生する。このモデルによっ

て地震帯の形成を説明し得るかを検証するために、報告者は地震帯の深部にやわらかい領域が

存在するかを確かめた。その際、地震波が岩石中を通過する速度は、岩石の硬さに依存すると

いう性質を利用して地中の岩石の硬さを調べる手法、地震波トモグラフィーを使用した。この

手法では、地震発生域の深部の硬さを調べることは一般的に非常に難しいと考えられているが、

いくつか工夫を加えることで、地震帯の発生域の深部の硬さを調べることに成功した。その結

果、地震発生域の深部の岩石がやわらかいことが分かった。すなわち、モデルによって山陰地

方の地震帯の成因を説明しうることを示すことができた。 

 

100 人を越える聴衆の前で発表することができ、国外の研究者に向けて研究の成果を発信す

るという目的を達成することができた。また発表後、上記の発表を聴いていただいた数名の海

外の研究者と議論をする機会を得ることができた。本発表とは、ことなるモデルで地震分布の

局在化を説明しようとしている研究者もおり、まだまだ議論の余地があることが分かった。手

法の改良に関しても、有益な助言を得ることができた。他の研究者の発表では、世界の最先端

の研究に触れることができた。報告者にとって今回がはじめての国際学会への参加であり、非

常に有益で刺激的な時間を過ごすことができました。 

 

 公益財団法人京都大学教育研究推進財団の助成により、今回の学会に参加し発表することが

できました。心より感謝申し上げます。 


